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「自由に生きる」 
 

皆さん、こんにちは。１０月も後半に入り、朝晩は少々寒さを感じるような
季節になりました。いかがお過ごしでしょうか。前回、「人生はいつも今がス
タート！」と申し上げました。今日も明日も新たな人生の始まりです。新鮮な
気持ちで一日を迎えてほしいと思います。 

ところで最近、授業の欠席が目立ってきたように感じます。登校して授業
に出るより、家で自分でやった方が効率がよいと考えるのでしょうか。しか
し出席すれば得るものは確実にあります。気持ちが前向きになります。自分
でやることがあるという人は、それを授業の場に来てやればいいのです。 

一人で家にこもって机に向かってもさほど効率はあがらないと思います。
受験勉強は自分との闘い、孤独な闘いなのだ…、自分一人の方が集中で
きる…と思っても、集団の中に埋もれてその一員として机に向かうのが本
当の孤独です。自分一人の世界に入りやすく、ずっと集中できると思います。 

「自由に生きる」。ドイツの哲学者カントは、「人間は道徳法則に従うこと
で自由であることを自覚できる」と言っています。「道徳法則」をもっと緩や
かに「自分の正直な気持ち」と置き換えると、「自由」とは「自分の正直な
気持ち」に従うことだと考えられます。何をしていても心の底に「これでいい
のか」という気持ちを抱えていては、それは「自由」ではないということです。 

今年４月、皆さんはある覚悟をもって山梨予備校に通い始めました。そ
の覚悟は本物だったと思います。皆さんにとっての「自由に生きる」とは、そ
の覚悟を持ち続けることです。山梨予備校の教室で日々勉強に頑張って
いる姿こそが、皆さんが「自由」に、そしてもっと言うと「気まま」に生きている姿なのです。 

先回りして必要以上に心配すると、その「自由」は脆くも崩れ去ります。
結果が全てではなく過程が全てである、と心得てください。今ここでスター
トを切り、入試当日まで駆け抜けましょう。その先の結果は今の自分でなく、
その過程を経て一回り成長した自分が受け止めることになります。未来の
自分を信じましょう。皆さんの健闘を祈ります。 

 


